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目的 ・方法 ：実験動物を用 い て 持久的 トレ
ーニ ン グ

に よ る筋肉細胞 ミ トコ ン ドリ ア 内 の 酸化酵素活性の

変化に つ い て は い ろ い ろ な研究が行わ れ て きて い る

もの の種 々 異な る結果が報告 され て い る 。 こ れ は ト

レーニ ン グ方法の 違 い による こ とが考 えら れ， ト

レーニ ン グ の 負荷 強度 の 指 標 と して 血 中乳酸濃度 に

よ る設定が ほ とん ど行 わ れ て い な い こ と に も起因 し

て い よう。本研究 はラ ッ トの 血 中乳酸濃度を指標 と

した持久的走そ∫トレー
ニ ン グ が筋肉細胞 ミ トコ ン ド

リア内の 酸化酵素活性 に どの よ うな 影響 を与え る か

を検討 した。実験動物は 6週齢の W 孟star 系雄性 ラ ッ

トを用 い て次の条件で 8 週間飼育 した。A 群 は 安静

対照群 で
，

B 群 は 8 週 間 【IIL中乳酸濃度 2mM 強度 の

トレ
ーニ ン グ群 （30〜35m／min ，　 l　h／day ）と し，

C 群 は 血 中乳酸濃度 4mM 強度 の ト レ
ーニ ン グ群

（40 〜45m／min ，20min／day）と した 。 トレ
ーニ ン

グ は
， 傾斜角 6 ％の ラ ッ ト用 トレ ッ ド ミ ル を用 い ，

週 5回 の 頻度で 行わせ た。

結果 ・考察 ： 8 週間 トレ
ー

ニ ン グ終了後安静時，骨

格筋の citrite 　synthase 活 性 は
，

ヒ ラ メ 筋の 場合 B

群 とC 群が A 群 に 対 して 有意 な増加 を示 した 。 し

か し，長趾伸 筋 お よ び 前脛骨筋で は C 群が A 群 お

よび B 群 に 比 べ て 有意 な高値を示 した。骨格 筋 の β
一hydroxyacyl−CoA 　dehydrogenase 活性 は，　 B 群 と C

群が A 群 に 比較 し て有意 な高値 を示 した 。 8 週 間

トレ
ー

ニ ン グ 終了時 の負荷漸増法に よ る血 中乳酸濃

度 は，安静対照群に比べ ， トレーニ ン グ群に緩徐な

上 昇 が 認 め ら れ た 。 以上 の 結果か ら，【flL中乳 酸濃度

2mM と 4mM 強度 で の 持 久的 トレ
ー

ニ ン グ は骨格

筋 に お け る脂肪酸の酸化能力 を増加 させ，しか も血

中乳酸濃度 2mM か ら 4mM レ ベ ル の 範囲で は 運動

強度 に 関係な く利用 され る もの と考えられ た。しか

し，筋肉酸化能力 は血 中乳酸濃度 4mM 強度で の 持

久 的 トレ
ー

ニ ン グの 方が 2mM 強度に 比較 して よ り

良い 効果 を もた らすこ とが考え られ，持久能力 の 向

上 に寄与す る もの と考え られ た。

　平成 5 年 10月，京都市を中心 として 開催 された高

齢者 の 集 う総 合体育大会 「ね ん りん ピ ッ ク 93」 に

おい て ，我 々 は ボ ウリ ン グ交流会に参加する競技選

手達 の 体 力測定 と生活状況の ア ン ケ
ー

ト調査 を実施

した 。

　今 回 の 調査で は，身体計測 は身長，体重，安静時

脈拍数，血 圧値，皮脂厚 として 上腕背部 と肩 甲骨下

の 6項 目 を 実施 し，体力測定 は 握 力，背筋力，努力

性肺活量 と 1秒値，垂直跳 び ， 閉眼片脚立 ち，並び

に 立位体前屈の 6項 目，計 12項 目実施 した 。

　健康調査 は，食 事 に つ い て 14，運動 に 関 し て 8 ，

生活上 の 心が けに つ い て 6
， 計 28項 日行 っ た f、

　体力測定 の 対象者 は，60歳以 上 の男性75名，女性

33名，計 108名，平均 年齢，男性65．7± 4．96歳，女

性66．2± 5」4歳 で あ っ た 。

　そ の 結果，平均年齢の 66歳で 見て み る と，平均 身

長，男性164 ．4 ± 5．37cm，女 性 154．1± 5．02cm，平

均体重，男性 63．2± 9．51kg，女性 54．4± 7 ．62kg で ，

男女共体格が良か っ た 。 体力測定で は，左右 の 握力

の 平均 が，男性39．9± 5．61kg，女性 25．6 ± 3．Olkg，

垂直跳 び 34．0± 7．95cm，女性 23．9± 6．86cm で ，男

女共 に優 れて い た 。 さ らに，女性で は，背筋 力にお

い て も57．6± 19．68kgと優 れ る傾 向が認 め られ た 。

こ れ ら は，ボ ウ リ ン グ の 投球動作時 に
， 重 い ボ ウ ル

を保持 して い る ため と考 え られる 。

　 ボ ウ リ ン グの 経験年数 は，男女共 に 20年以 上 の者

が 半数以上 を占め，週 に 2 ・3 度 ，
2 時間以 上 ，ク

ラ ブの メ ン バ ーと 共 に ボ ウ リ ン グ を楽し ん で い る 。

　 さらに，生活状況で は，家族に恵まれ，規則正 し

く生活 し，食事 に気 を 配 り，
そ して ，物事に くよ く

よこ だわ らず に積極的 に行動 し，充実 した生活，す

な わ ち，Quality　 of 　Lifeの高 い 生活 を送 っ て い る こ

と が わ か っ た 。

　 以上 の こ と か ら，ボ ウ リ ン グ は，決 して 運動量 の

多い ス ポ ー
ッ とはぎえない が，長年 に わ た り仲間 と

・．一
鰭 に 運動 を継続 して い る こ とが ，彼 ら の 活動的生

活の 維持 ，お よ び 筋力低下 の 抑制 に 大 変役立 っ て い

る もの と考 えられ る 。
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